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Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
基
本
計
画
」

を
ま
と
め
た
。

◆
発
議
案
第
３
号

遠
野
市
議
会
モ
ラ
ル
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
の
設
置
期
間
の
延
長

に
つ
い
て

　

６
月
８
日
の
遠
野
市
議

会
定
例
会
に
お
い
て
議
員

発
議
で
設
置
さ
れ
た
「
遠

野
市
議
会
モ
ラ
ル
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
」
に

つ
い
て
閉
会
中
も
調
査
を

実
施
す
る
た
め
、
設
置
期

間
を
延
長
す
る
も
の
。

　

特
別
委
員
会
は
、
議

長
を
除
く
17
名
で
構
成

し
、
任
期
は
令
和
３
年

９
月
定
例
会
ま
で
と
し

た
。

　

委
員
長　

萩
野
幸
弘

　
副
委
員
長  

多
田　

勉

　
令
和
３
年
６
月
定
例
会
を
、
８

日
か
ら
18
日
ま
で
の
11
日
間
の
会

期
で
開
催
し
、
一
般
質
問
は
11
人

の
議
員
が
市
政
を
問
い
ま
し
た
。

　
市
が
提
出
し
た
案
件
は
、
全
10

議
案
で
、
条
例
２
件
、
予
算
４
件
、

そ
の
他
４
件
を
審
議
し
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま

し
た
。

　
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
議
員

発
議
に
よ
る
意
見
書
１
件
を
含
む

３
件
の
発
議
案
を
可
決
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
本
会
議
初
日
に
は
、
議

員
動
議
に
よ
り
、
議
員
に
不
適
切

な
行
為
が
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い

て
を
調
査
す
る
た
め
、「
遠
野
市

議
会
モ
ラ
ル
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

6 月
定例会

請
願

◆
請
願
第
１
号　

安
全
・
安
心
の
医
療
・

介
護
の
実
現
と
国
民
の

い
の
ち
と
健
康
を
守
る

た
め
の
請
願

［
請
願
者
］

  

岩
手
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会

 　

執
行
委
員
長

 

　

中
野　

る
み
子

 �

（
継
続
審
査
）

◆
請
願
第
２
号　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

米
価
下
落
に
対
し
政
府

に
よ
る
緊
急
対
策
を
求

め
る
請
願

［
請
願
者
］

  

宮
守
農
民
連

 　

代
表　

小
竹
森　

正
一

 �

（
採
択
）

◆
請
願
第
３
号　

教
職
員
定
数
改
善
と
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
２
分
の
１
復
元
を
は

か
る
た
め
の
、
２
０
２

２
年
度
政
府
予
算
に
係

る
意
見
書
採
択
の
要
請

に
関
す
る
請
願

［
請
願
者
］

  

岩
手
県
教
職
員
組
合
花
北
遠
野
支
部

 　

支
部
長　

髙
橋　

克
典

 

ほ
か
１
名

 �

（
継
続
審
査
）

議
員発

議

　

今
定
例
会
で
は
、
３
件

の
議
員
発
議
案
（
意
見
書

１
件
）
が
提
出
さ
れ
、
可

決
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
発
議
案
の
う
ち
、

１
件
の
意
見
書
は
、
衆
参

議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大

臣
、
農
林
水
産
大
臣
宛
て

に
送
付
し
ま
し
た
。

意 

見 

書

◆
発
議
案
第
１
号

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
米
価

下
落
に
対
す
る
政
府
の

緊
急
対
策
を
求
め
る
意

見
書

　

令
和
元
年
産
の
国
内
の

主
食
用
米
は
、
外
食
需
要

の
減
少
を
主
な
要
因
と
し

て
、
大
量
の
流
通
在
庫
を

抱
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
の
見
通
し
が

立
た
な
い
な
か
で
、
主
食

用
米
の
過
剰
は
、
ま
す
ま

す
深
刻
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
需
給
の
不

均
衡
は
解
消
さ
れ
ず
、
本

年
産
の
米
価
の
暴
落
が
危

惧
さ
れ
る
。
こ
れ
で
は
多

く
の
米
作
農
家
が
米
作
り

か
ら
撤
退
す
る
こ
と
に
つ

な
が
り
か
ね
ず
、
今
後
、

国
内
に
お
け
る
安
定
的
な

食
糧
供
給
の
維
持
が
困
難

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
、
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
危
機
的
事
態
の
な
か

で
、
農
業
者
の
経
営
と
地

域
の
経
済
を
守
る
た
め
、

従
来
の
政
策
的
枠
組
み
に

と
ら
わ
れ
な
い
政
府
の
緊

急
対
策
を
求
め
る
。

◆
発
議
案
第
２
号

「
遠
野
市
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ

推
進
基
本
計
画
」
の
成

案
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
12
月
に
設
置

さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

等
検
討
特
別
委
員
会
で

は
、
市
民
へ
の
情
報
公
開

推
進
や
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
市
当
局

と
意
見
交
換
し
な
が
ら
、

検
討
会
議
報
告
書
の
方
向

性
、
議
会
の
運
営
状
況
を

考
慮
し
た
「
遠
野
市
議
会

議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17

議員氏名

小　
松　
正　
真

佐
々
木　
恵
美
子

菊　
池　
浩　
士

佐
々
木　
敦　
緒

佐
々
木　
僚　
平

小　
林　
立　
栄

菊　
池　
美　
也

萩　
野　
幸　
弘

瀧　
本　
孝　
一

多　
田　
　
　
勉

菊　
池　
由
紀
夫

菊　
池　
巳
喜
男　

照　
井　
文　
雄

荒　
川　
栄　
悦

安　
部　
重　
幸

新　
田　
勝　
見

佐
々
木　
大
三
郎

請願第２号 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
発議案第１号 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
※議長は採決に加わりません。○は賛成、●は反対。
審議結果は、遠野市ホームページで確認することができます。

議　　　案　　　名 賛成 反対

請願第２号 新型コロナ禍による米価下落に対し政府による緊急対策を求める請願 16 １

発議案第１号 コロナ禍による米価下落に対する政府の緊急対策を求める意見書の提出に
ついて 16 1

遠野市議会  ６月定例会  審議結果

賛否がわかれた議案等についてのみ掲載しています。賛 否 の 公 表

　

市
議
会
議
員
を
通
算
10
年
以
上
務
め
た
功
績
に
よ

り
、
議
員
５
名
が
全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
を
務
め
た
功
績

か
ら
、
浅
沼
幸
雄
議
長
に
対
し
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
伝
達
式

萩 野  幸 弘  議員

浅 沼  幸 雄  議員

瀧 本  孝 一  議員

佐々木 大三郎  議員 菊 池  由紀夫  議員

多  田　 勉  議員
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中
山
間
加
算
措
置

棚
田
地
域
振
興

問　
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
交
付
金
３
６
０
万
円

増
額
の
内
容
は
。

答　
棚
田
地
域
振
興
活
動

加
算
に
よ
る
10
ア
ー
ル
あ

た
り
１
万
円
の
加
算
に
な

る
。

問　
加
算
の
対
象
は
、
今

ま
で
こ
の
事
業
に
参
加
し

て
い
る
組
織
で
あ
れ
ば
受

け
ら
れ
る
の
か
。

答　
田
で
あ
れ
ば
、
斜
度

１
／
20
（
約
３
度
）
以
上
、

畑
で
あ
れ
ば
斜
度
15
度
以

上
の
農
地
が
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
以
上
連
坦
し
て
い
る
こ

と
が
条
件
で
、
市
、
県
を

通
じ
て
国
の
認
定
を
受
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　
今
ま
で
の
組
織
が
申

請
す
れ
ば
受
け
ら
れ
る
の

か
。

答　
棚
田
指
定
は
受
け
ら

れ
る
が
、
加
算
を
受
け
る

た
め
に
は
、
指
定
棚
田
地

域
振
興
活
動
計
画
を
立
て

て
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

な
る
。

問　
高
度
な
事
務
が
必
要

か
。

答　
市
で
は
都
市
部
と
の

交
流
も
活
動
目
標
に
掲
げ

て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等

と
新
た
な
協
議
会
を
組
織

す
る
と
共
に
、棚
田
保
全
、

維
持
、
振
興
に
関
す
る
目

標
設
定
な
ど
の
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
る
。

問　
今
後
こ
れ
を
契
機
に

他
組
織
に
も
働
き
か
け
る

こ
と
が
出
来
る
か
。

答　
令
和
４
年
度
か
ら
、

研
修
会
等
に
お
い
て
広
め

て
い
き
た
い
。

経
済
対
策
支
援
事
業
費

の
増
額

問　
中
小
企
業
等
事
業
転

換
支
援
の
内
容
は
。

答　
飲
食
店
の
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
や
オ
ン
ラ
イ
ン
注
文

な
ど
、
細
や
か
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
へ
の
支
援
を
想
定
し

て
い
る
。
な
お
、
規
模
が

大
き
い
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
国
庫
補
助
事
業
へ

の
申
請
を
勧
め
て
い
く
。

問　
商
工
業
再
生
・
持
続

化
補
助
金
の
内
容
は
。

答　
企
業
、
農
業
法
人
へ

の
設
備
投
資
を
応
援
す

る
。
要
件
に
基
づ
き
、
個

別
に
応
じ
た
柔
軟
な
対
応

を
し
て
い
く
。

問　
市
独
自
の
事
業
に
よ

る
も
の
か
。

答　
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
経

済
回
復
を
見
据
え
、
国
の

財
源
を
活
用
し
た
市
独
自

の
事
業
で
あ
る
。

中
心
市
街
地
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
は

問　
官
民
連
携
ま
ち
な
か

再
生
推
進
事
業
支
援
業
務

委
託
の
内
容
は
。

答　
Ｊ
Ｒ
遠
野
駅
を
核
と

し
た
中
心
市
街
地
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
。

　

ま
た
、実
現
に
向
け
て
、

市
内
の
若
手
の
方
々
と
組

織
の
立
ち
上
げ
を
協
議
検

討
す
る
。

問　
委
託
先
は
ど
ん
な
団

体
を
想
定
し
て
い
る
か
。

答　
市
外
の
官
民
連
携
を

行
う
団
体
。

問　
委
託
先
に
は
現
状
と

今
後
の
方
針
を
ど
う
説
明

す
る
の
か
。

答　

既
存
団
体
に
す
る

か
、
新
設
団
体
に
す
る
か

は
分
か
ら
な
い
が
、
中
心

に
な
る
組
織
を
認
定
す

る
。

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
あ
り

き
で
は
な
く
、
全
て
白
紙

の
状
態
な
の
で
、
自
由
に

発
想
し
て
ほ
し
い
と
説
明

す
る
。

「
こ
ど
も
本
の
森
」

市
民
の
手
で
育
て
て
い

く
た
め
に

問　
委
託
料
３
０
０
万
円

増
額
の
内
容
は
。

答　
オ
ー
プ
ン
か
ら
令
和

４
年
３
月
ま
で
の
イ
ベ
ン

ト
に
係
る
経
費
で
あ
る
。

問　
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の

か
。

答　
就
学
前
の
親
子
・
児

童
・
生
徒
、
大
人
向
け
の

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
る
。

問　
生
涯
学
習
と
の
観
点

か
ら
市
民
セ
ン
タ
ー
、
地

区
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

は
。

答　

生
涯
学
習
の
拠
点

は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
が
、
こ
ど
も
本
の
森
の

施
設
が
拠
点
の
ひ
と
つ
と

な
る
こ
と
は
、
望
ま
し
い

か
た
ち
で
あ
り
問
題
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

問　
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の

取
り
扱
い
に
関
す
る
考
え

方
は
。

答　
商
品
の
「
仕
入
と
販

売
」
を
市
と
し
て
初
め
て

試
み
る
。
民
間
の
ア
イ
デ

ア
を
組
み
入
れ
な
が
ら
商

品
販
売
の
可
能
性
を
高
め

た
い
。
寄
付
金
や
視
察
料

な
ど
と
合
わ
せ
、
収
入
を

生
み
出
し
、
少
し
で
も
運

営
費
の
補
完
に
あ
て
て
い

き
た
い
。

問　
市
民
の
手
づ
く
り
に

よ
る
運
営
が
大
事
。
ど
の

よ
う
に
協
力
を
募
る
の

か
。

答　
気
軽
に
来
場
し
、
子

ど
も
た
ち
と
触
れ
合
い
、

互
い
に
交
流
を
深
め
な
が

ら
、
市
民
の
手
で
育
て
て

い
く
こ
と
が
安
藤
先
生
の

想
い
で
あ
る
。「
育
て
る

会
」
の
発
足
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
ぜ
ひ
運
営
に
参

画
し
た
い
と
い
う
一
人
ひ

と
り
の
お
心
を
大
切
に
し

た
い
。
併
せ
て
、
子
ど
も

達
の
考
え
も
反
映
し
、
沿

岸
被
災
地
に
お
住
い
の

方
々
と
共
に
、
復
興
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
こ
ど
も
本

の
森
を
作
り
上
げ
て
い
き

た
い
。

雇
用
確
保
の
後
押
し
を

問　
雇
用
の
現
状
は
。

答　
有
効
求
人
倍
率
が
高

い
。
多
く
の
事
業
者
が
人

手
不
足
に
困
っ
て
お
り
、

雇
用
確
保
や
定
住
へ
の
支

援
を
求
め
る
声
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

問　
中
途
採
用
を
含
め
た

雇
用
確
保
対
策
は
。

答　
昨
年
度
か
ら
継
続
し

て
い
る
新
規
雇
用
創
出
事

業
費
補
助
金
と
合
わ
せ
、

今
回
、
市
内
事
業
者
に
よ

る
求
人
情
報
の
発
信
と
、

新
規
雇
用
者
の
引
っ
越
し

や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
費
用
を

補
助
す
る
。

問　
外
国
人
材
受
入
企
業

等
支
援
事
業
費
補
助
金
と

併
用
で
き
る
か
。

答　
コ
ロ
ナ
特
例
の
外
国

人
技
能
実
習
生
を
含
め
、

併
用
可
能
で
あ
る
。

問　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
、
同

居
家
族
も
対
象
か
。

答　
対
象
を
同
一
世
帯
ま

で
拡
げ
ら
れ
な
い
か
、
検

討
す
る
。

予
算
等
審
査

特
別
委
員
会

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員

で
構
成
、
委
員
長
瀧
本
孝
一
議
員
、
副
委
員
長
小
林
立
栄

議
員
）
は
、
条
例
２
件
、
予
算
４
件
、
そ
の
他
４
件
に
つ

い
て
付
託
を
受
け
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
今
後
の
施
策
全
般
に
わ
た
り
活
発
な

質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
10
議
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

このコーナーでは、
市民のみなさまから議会に寄せられた
ご意見等の一部をご紹介します。（文
章は、原文のままですが、長い場合は
抜粋して掲載しています。）

市民の 声 なかなか議会傍聴ができないので、遠野テレビでの放送や
再放送で「なるほど…」と、遠野市の課題や取り組みが遠

野市と議員さんらの質疑応答で、更に「なるほど…。えっ、なん
で…」等々。活字で見る議会だよりも遠野を好きになれる大切な
時間になっています。� （宮守町、53歳、女性）

〈クイズ〉が楽しみです。「議会だより」で今、どの様な問
題があるとか、あまり理解に乏しいながらも、社会状況に

眼をむけるのに役立ちます。ありがとうございました。
� （松崎町、67歳、女性）

毎回楽しみに読んでいます。私にいい刺激になっています。
とても読みやすいです。� （松崎町、81歳、男性）

美しい棚田

完成間近い「こども本の森遠野」の外観
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6月
定例会

（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

佐々木 敦緒  議員

一括質問方式

問�

　
遠
野
の
酒
と
食
の
連
携

で
、
日
帰
り
観
光
か
ら
滞

在
型
観
光
振
興
に

シ
フ
ト
す
る
企
画

は
。答

（
市
長
）�

　

酒
を
目
的
と
し

た
ツ
ー
リ
ズ
ム
に

取
り
組
む
事
業
者

も
出
て
き
た
。
地

域
資
源
に
磨
き
を

か
け
活
か
し
て
い

く
。

問�
　
御
所
野
遺
跡
な
ど
北
東

北
の
縄
文
遺
跡
群
が
世
界

遺
産
に
登
録
す
る
よ
う
勧

告
さ
れ
た
。
な
ぜ
綾
織
新

田
遺
跡
を
世
界
遺
産
に
含

め
る
運
動
を
し
な
か
っ
た

の
か
。
世
界
遺
産
登
録
と

な
れ
ば
国
内
外
か
ら
見
学

者
が
訪
れ
る
。
遠
野
市
は

チ
ャ
ン
ス
を
呼
び
込
む
予

見
力
が
低
く
残
念
無
念
に

思
う
。

答
（
市
長
）�

　

北
東
北
の
縄
文
遺
跡
群

は
大
き
な
文
化
遺
産
で
あ

り
、
綾
織
新
田
遺
跡
も
そ

の
一
部
と
し
て
誇
り
を
持

ち
大
事
に
し
て
い
く
。

誘
導
策
を
検
討
す
る
。
さ

わ
や
か
ト
イ
レ
な
ど
の
整

備
も
不
可
欠
と
考
え
て
い

る
。問�

　
飲
食
業
振
興
の
た
め
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
と
遠
野
ビ
ー

ル
の
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
計
画
と
遠
野
羊
牧
場
の

開
設
は
。

答
（
市
長
）�

　

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
と
ビ
ー

ル
の
連
携
な
ど
発
信
力
を

持
っ
た
商
品
開
発
を
行

う
。
羊
牧
場
は
選
択
肢
の

一
つ
と
し
て
検
討
す
る
。

問�

　
県
道
土
淵
達
曽
部
線
に

連
な
る
名
所
旧
跡
群
を

「
遠
野
ロ
マ
ン
歴
史
街
道
」

と
し
て
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
。
ま

た
、
国
道
２
８
３
号
綾
織

町
の
桜
並
木
に
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
は
。

答
（
市
長
）�

　

観
光
推
進
協
議
会
で
総

合
的
に
協
議
し
戦
略
的
な

問�

　
遠
野
市
の
観
光
振
興
を

改
め
る
、
あ
る
い
は
伸
ば

す
べ
き
点
は
。

答
（
市
長
）�

　

魅
力
の
磨
き
方
、
連
携

の
仕
方
な
ど
不
十
分
な
点

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

遠
野
の
観
光「
遠
野
物
語
」

の
舞
台
は
不
変
で
あ
る
。

問�

　
当
局
で
は
、
観
光
客
の

入
込
数
が
大
き
く
減
少
し

た
原
因
を
分
析
し
て
い

る
。
そ
れ
を
も
と
に
望
ま

し
い
方
向
に
舵
取
り
さ
れ

て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

観
光
振
興
調
査
で
宿
泊

と
体
験
が
伴
う
提
案
が
あ

っ
た
。
関
係
機
関
が
連
携

し
て
望
ま
し
い
方
向
に
進

め
る
。

問�

　
金
取
遺
跡
や
新
田
遺
跡

は
観
光
や
体
験
学
習
に
活

用
さ
れ
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
物
語
と
遠
野
縄
文

文
化
特
別
展
を
開
催
し
集

客
の
拡
大
を
図
る
。

市
長		

中
心
と
な
る
理
念
は
不
変
で
あ
る

萩野 幸弘 議員

観
光
振
興
の
施
策
を
省
み
る
べ
き

一問一答方式

問�

　
市
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
積
極
的
に
推
奨
す
る

の
か
、
あ
く
ま
で
個
人
の

判
断
に
委
ね
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
個
人

の
希
望
に
よ
り
実
施
す
る

も
の
で
は
あ
る
が
、
命
と

健
康
を
守
り
、
感
染
す
る

こ
と
で
周
囲
に
迷
惑
を
か

け
る
結
果
と
な
る
事
か

ら
、
可
能
な
限
り
一
人
で

も
多
く
の
市
民
に
接
種
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
き

め
細
か
な
対
応
を
し
て
い

く
。問�

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
し
た

方
に
地
元
で
使
え
る
商
品

券
配
布
な
ど
、
他
の
自
治

体
が
実
際
行
っ
て
い
る
取

り
組
み
に
対
す
る
本
市
の

考
え
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
と
し
て
は
任
意
に
よ

る
接
種
で
あ
る
事
か
ら
、

接
種
の
有
無
で
区
分
け
す

る
経
済
対
策
を
行
う
考
え

は
な
い
。
一
方
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
地
域
経
済
が
疲

弊
し
て
い
る
こ
と
は
事
実

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
同
様

市
民
ニ
ー
ズ
に
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
応
じ
る
。

市
長		

本
市
の
接
種
実
績
は
県
全
体
の
接
種
率
よ
り

高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
現
状
は

問�

　
こ
れ
ま
で
電
話
予
約
が

つ
な
が
り
に
く
い
と
い
っ

た
苦
情
が
相
次
い
だ
こ
と

を
踏
ま
え
、
今
後
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
を
導
入

す
る
な
ど
の
改
善
が
必
要

で
は
。

答
（
市
長
）�

　

電
話
が
つ
な
が
り
に
く

い
状
況
が
続
い
た
こ
と
は

事
実
で
あ
り
、
市
民
の
皆

様
に
ご
不
便
を
お
か
け
し

た
。こ
の
反
省
を
踏
ま
え
、

今
後
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

予
約
の
導
入
や
年
齢
な
ど

で
区
分
し
た
段
階
的
な
予

約
等
、
方
法
を
工
夫
し
た

い
。問�

　
64
歳
以
下
の
接
種
券
の

早
期
配
布
や
、
接
種
場
所

を
職
場
や
学
校
、
地
区
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
の
巡
回
接

種
に
し
た
り
、
接
種
日
に

土
・
日
・
祝
日
を
増
や
す

等
の
工
夫
も
必
要
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

接
種
券
の
早
期
配
布
は

紛
失
の
恐
れ
も
あ
る
こ
と

か
ら
接
種
日
程
及
び
会

場
、
予
約
方
法
を
明
記
し

た
う
え
で
発
送
す
る
予

定
。
ま
た
接
種
会
場
は
も

と
よ
り
接
種
日
程
も
ご
指

摘
の
工
夫
が
必
要
と
考
え

て
い
る
。

64歳以下のワクチン接種計画の
早期公表を

市長 	出来る限り早期に接種計画をまとめ
	 概要を周知していく

酒食の連携で
飲食業の振興を
市長 	強い発信力を持った
	 商品開発を行う

7 月末日の完了に向け順調に進む 65歳以上のワクチン接種

思い描くジンギスカンと羊牧場
写真提供：ジンギスカン&ふれあい牧場羊の丘

縄文時代の綾織新田遺跡を想像
写真提供：御所野縄文博物館
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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

問�

　
経
済
的
・
家
庭
的
な
理

由
で
生
理
用
品
を
十
分
に

用
意
で
き
な
い
「
生
理
の

貧
困
」
が
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
対
応
は
。

答
（
市
長
）�

　

福
祉
・
教
育
等
関
係
機

関
が
連
携
し
、
把
握
に
努

め
る
と
と
も
に
、
個
々
の

家
庭
に
応
じ
た
ニ
ー
ズ
を

見
極
め
、
総
合
的
な
支
援

を
図
っ
て
い
く
。

答
（
教
育
長
）�

　

児
童
生
徒
の
変
化
や
サ

イ
ン
を
見
逃
さ
ず
、
適
切

な
支
援
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
教
職
員
、
児

童
生
徒
、
保
護
者
が
信
頼

関
係
を
一
層
強
め
、
誰
も

が
相
談
し
や
す
い
学
校
づ

く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
。問�

　
生
理
用
品
を
防
災
備
蓄

に
加
え
、
ロ
ー
リ
ン
グ
ス

ト
ッ
ク
計
画
に
よ
る
定
期

的
な
入
れ
替
え
で
、
学
校

や
公
共
施
設
で
の
活
用
に

利
用
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）�

　

今
年
度
の
購
入
を
検
討

し
て
お
り
、
効
果
的
な
取

り
組
み
と
し
て
前
向
き
に

検
討
す
る
。

問�

　
本
市
の
奨
学
金
返
還
支

援
に
つ
い
て
、
個
人
事
業

者
や
就
農
者
も
含
め
た
若

者
全
般
に
拡
充
を
。

答
（
市
長
）�

　

他
の
補
助
制
度
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
上

で
、
今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

問�

　
民
間
企
業
型
の
奨
学
金

返
還
支
援
制
度
の
推
進

を
。答

（
市
長
）�

　

日
本
学
生
支
援
機
構
の

奨
学
金
を
代
理
返
還
し
た

場
合
、
法
人
税
の
損
金
算

入
が
可
能
と
な
る
。
官
民

連
携
で
若
者
定
住
・
雇
用

確
保
を
進
め
る
上
で
、
積

極
的
に
制
度
周
知
を
図
り

た
い
。

問�

　
若
年
者
定
住
促
進
家
賃

補
助
に
つ
い
て
、
市
外
か

ら
の
転
入
者
以
外
に
も
対

象
を
拡
充
す
る
べ
き
。

答
（
市
長
）�

　

弾
力
的
な
見
直
し
、
制

度
の
充
実
は
避
け
て
は
通

れ
な
い
課
題
。
可
否
を
検

討
し
た
い
。

市
長	

キ
ー
ワ
ー
ド
は　
つ
な
が
り

小林 立栄 議員

子
ど
も
・
若
者
が
活
躍
で
き
る
未
来
を
め
ざ
し
て

消防団員の処遇改善で防災力の担い手確保を

一問一答方式

問�
　
「
消
防
団
員
の
処
遇
等

に
関
す
る
検
討
会
」
中
間

報
告
と
消
防
庁
長
官
通
知

が
発
出
さ
れ
た
。
予
算
の

仕
組
み
等
、
消
防
団
へ
の

十
分
な
情
報
提
供
・
説
明

で
、
報
酬
や
処
遇
な
ど
納

得
の
得
ら
れ
る
方
向
性

を
。答

（
市
長
）�

　

消
防
団
再
編
準
備
委
員

会
を
組
織
し
、
消
防
団
と

の
意
見
交
換
を
重
ね
、
活

動
に
報
い
る
内
容
と
す
る

為
、
総
合
的
な
検
討
を
進

め
て
い
る
。

問�

　
第
三
セ
ク
タ
ー
改
革
の

論
点
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

第
三
セ
ク
タ
ー
と
行
政

は
「
足
ら
ざ
る
を
補
い
合

う
」
関
係
に
あ
る
。
収
支

だ
け
で
存
廃
の
議
論
は
で

き
な
い
。

　

産
業
振
興
や
市
民
福
祉

向
上
の
た
め
に
ど
の
よ
う

な
組
織
が
求
め
ら
れ
る

か
、
丁
寧
な
議
論
や
手
順

が
大
切
で
あ
る
。

問�

　
遠
野
テ
レ
ビ
の
企
業
成

長
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

10
年
後
、
20
年
後
の
姿

を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

現
在
は
公
設
民
営
で
あ

る
が
、「
資
本
と
経
営
の

分
離
」
を
原
則
と
し
た
株

式
会
社
本
来
の
形
態
に
改

め
る
必
要
が
あ
る
。
経
営

の
自
立
を
目
指
し
、
業
務

委
託
方
式
か
ら
指
定
管
理

者
制
度
へ
の
移
行
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
「
人
材
の
継
続
的
な
確

保
」「
次
代
の
技
術
者
の

育
成
」「
新
た
な
価
値
創

造
へ
の
挑
戦
」
な
ど
の
課

題
が
あ
る
が
、
急
激
な
時

代
の
変
化
を
捉
え
、
高
い

レ
ベ
ル
の
組
織
に
成
長
さ

せ
た
い
。

問�

　
「
先
導
的
共
生
社
会
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
」
と
し
て
の

役
割
は
な
に
か
。

答
（
市
長
）�

　

全
て
の
人
が
お
互
い
の

人
権
や
尊
厳
を
大
切
に

し
、
支
え
合
い
、
活
き
活

き
と
生
活
す
る
社
会
こ
そ

が
共
生
社
会
で
あ
る
。

　

単
な
る
理
念
と
せ
ず
、

遠
野
な
ら
で
は
の
取
り
組

み
を
積
極
的
に
全
国
に
発

信
し
て
い
く
。

問�

　
市
内
に
は
特
別
支
援
学

校
高
等
部
が
無
い
。
高
等

部
分
教
室
の
設
置
を
県
に

働
き
か
け
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）�

　

特
別
支
援
学
校
遠
野
分

教
室
の
小
学
部
・
中
学
部

は
児
童
生
徒
の
社
会
性
や

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、

共
生
社
会
実
現
の
一
翼
を

担
っ
て
い
る
。

　

そ
の
延
長
線
上
に
考
え

れ
ば
、
展
望
が
見
え
て
く

る
の
で
は
な
い
か
。

　

特
別
支
援
学
校
高
等
部

と
高
校
で
は
設
置
目
的
や

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
異
な

る
。
関
係
者
の
意
見
を
踏

ま
え
、
保
護
者
や
生
徒
本

人
の
目
線
で
環
境
を
整
え

な
が
ら
、
共
に
学
ぶ
と
い

う
と
こ
ろ
に
踏
み
出
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

市
長	

関
係
者
の
力
の
結
集
が
必
要

菊池 美也 議員
( 遠野令和会 )

支
援
が
必
要
な

高
校
生
の
学
び
の
確
保 一問一答方式

株式会社遠野テレビの将来像
市長 	高度情報通信社会の
	 リーディングカンパニー市長 	地域の要　処遇改善は不可欠

若者が時代を動かし歴史を創る。
若者達と持続可能な未来を。「新し
い勤労青少年のつどい」の一コマ

『パラリンピック』って
言葉は1964年の東京大会で
初めて使われたのよ

夏季のパラリンピック大会が
同一都市で2回開催されるのは
史上初めてなの

パラリンピックの開催は
『障害』に対する日本人の意識を
大きく変えるチャンスだね

パラアスリートの
パフォーマンスって
かっこいいもんなあ！

日本だけじゃない
世界中の人の考え方を
変えるかもしれないわ

へえ！

まんがでわかる

共生社会ホストタウン

知ってる？

※開催は2021年

遠野の先導的な取り組みが全国に紹介されています
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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

づ
く
り
会
社
を
設
立
し
た

い
と
の
説
明
だ
が
、
ふ
る

さ
と
商
社
の
経
営
状
況

は
。答

（
市
長
）�

　

ふ
る
さ
と
商
社
は
、
当

期
純
利
益
は
１
６
２
０
万

円
の
赤
字
。
当
初
計
画
は

１
５
６
０
万
円
の
赤
字
だ

っ
た
の
で
想
定
の
範
囲
内

で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
公
社

は
、
２
４
５
０
万
円
の
赤

字
。

問�

　
ふ
る
さ
と
商
社
が
赤
字

の
よ
う
だ
が
、
ま
ち
づ
く

り
会
社
の
核
に
な
れ
る
と

市
民
及
び
議
会
は
ど
こ
で

判
断
で
き
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
核

に
な
る
の
は
、
ふ
る
さ
と

商
社
あ
り
き
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

問�

　
内
容
は
。

答
（
市
長
）�

　

本
事
業
で
求
め
ら
れ
る

の
は
中
心
市
街
地
を
エ
リ

ア
と
し
た
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
と
具
現
化
す
る
た

め
の
組
織
の
立
ち
上
げ
。

Ｊ
Ｒ
遠
野
駅
か
ら
市
民
セ

ン
タ
ー
ま
で
の
通
り
を
中

心
に
事
業
エ
リ
ア
と
し
た

い
。問�

　
予
算
５
０
５
万
円
の
使

い
方
は
。

答
（
市
長
）�

　

観
光
遺
産
産
業
化
フ
ァ

ン
ド
な
ど
か
ら
支
援
を
い

た
だ
き
、
将
来
像
を
イ
メ

ー
ジ
で
き
る
作
図
や
外
部

有
識
者
と
の
協
議
の
場
の

設
定
等
を
行
い
た
い
。

問�

　
当
該
エ
リ
ア
で
行
わ
れ

て
き
た
過
去
事
業
の
検
証

は
。答

（
市
長
）�

　

今
後
検
証
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

問�

　
株
式
会
社
遠
野
ふ
る
さ

と
商
社
を
核
と
し
た
ま
ち

小松 正真 議員

官
民
連
携
ま
ち
な
か
再
生
推
進
事
業
と
は

なぜ市長が変わるタイミングでの
上程なのか

一問一答方式

問�

　
す
で
に
本
田
市
長
が
勇

退
さ
れ
る
と
報
道
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
遠
野
市
の

舵
取
り
役
が
変
わ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。
な
ぜ

そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
本

事
業
の
上
程
な
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
３
年
６
月
３
日
付

け
で
、
補
助
金
交
付
決
定

を
い
た
だ
い
た
こ
と
か

ら
、
予
算
を
本
定
例
会
に

提
案
し
た
も
の
。

問�

　
遠
野
で
昔
か
ら
一
般
的

に
言
わ
れ
る
『
ざ
い
が
良

く
な
ら
な
け
れ
ば
、
ま
ち

場
は
良
く
な
ら
な
い
』
を

忘
れ
て
い
な
い
か
。
新
市

長
の
新
体
制
の
下
で
事
業

を
進
め
る
べ
き
。
誰
が
今

ま
ち
づ
く
り
会
社
を
必
要

と
し
て
い
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

ま
ち
づ
く
り
会
社
あ
り

き
の
事
業
で
は
な
く
、
中

心
市
街
地
を
歩
き
や
す
い

ま
ち
に
す
る
た
め
に
ア
プ

ロ
ー
チ
し
て
い
く
。
遠
野

の
ま
ち
を
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
か
に
つ
い
て
、
幅

広
い
議
論
を
し
て
い
こ
う

と
い
う
こ
と
。

市長 	補助金の交付が決定したから

問�

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
外
食

の
需
要
が
落
ち
込
み
主
食

米
の
下
落
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
遠
野
市
で
は
水
稲

種
子
購
入
助
成
を
行
い
、

生
産
者
を
支
援
し
て
い
る

が
今
後
の
対
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

こ
の
助
成
は
主
食
米
の

ほ
か
、
主
食
用
品
種
で
作

付
す
る
飼
料
米
、
加
工
米

も
含
ん
で
お
り
作
付
転
換

も
含
め
た
支
援
と
位
置
付

け
進
め
て
い
き
た
い
。

問�

　
中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
制
度
で
は
、
交
付
金
加

算
措
置
と
し
て
「
集
落
機

能
強
化
加
算
」
が
新
設
さ

れ
、
集
落
の
維
持
を
図
っ

て
い
く
取
り
組
み
が
組
み

込
ま
れ
た
。
少
子
高
齢
化

の
中
で
重
要
な
施
策
と
見

る
が
。

答
（
市
長
）�

　

高
齢
化
が
進
む
農
業
生

産
の
現
場
で
、
集
落
機
能

を
強
化
し
自
治
機
能
を
強

化
す
る
こ
と
は
、
生
産
性

向
上
に
も
通
じ
る
こ
と
で

あ
り
、
市
内
の
各
集
落
組

織
に
こ
の
加
算
メ
ニ
ュ
ー

の
周
知
を
行
い
、
集
落
の

少
子
高
齢
化
対
策
に
も
繋

が
る
こ
と
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
更
な
る
活
動
を
支
援

し
て
い
き
た
い
。

問�

　
全
国
の
「
住
み
よ
さ
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
上
位
に
ラ

ン
ク
し
て
い
る
自
治
体

は
、
高
校
生
ま
で
の
医
療

費
無
償
化
が
実
現
し
て
い

る
。
遠
野
市
は
、
中
学
生

ま
で
は
現
物
給
付
で
子
育

て
家
庭
の
負
担
軽
減
が
な

さ
れ
い
る
。
子
育
て
に
優

し
い
ま
ち
を
目
指
す
中

で
、
高
校
生
ま
で
医
療
費

の
無
償
化
を
望
み
た
い
と

こ
ろ
で
あ
る
。

答
（
市
長
）�

　

高
校
生
の
医
療
費
給
付

事
業
は
、
県
内
、
26
市
町

村
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、

遠
野
市
で
も
対
象
を
高
校

生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
と

し
、
来
年
度
か
ら
の
実
施

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

い
く
。

問�

　
少
子
化
の
要
因
と
し
て

考
え
ら
れ
る
対
策
は
。

答
（
市
長
）�

　
「
未
婚
化
」や「
晩
婚
化
」

の
影
響
が
大
き
く
、
背
景

に
は
経
済
的
な
不
安
定
、

出
会
い
の
機
会
の
減
少
、

男
女
の
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
の
難
し
さ
、家
事
・
育

児
の
負
担
が
女
性
に
偏
っ

て
い
る
状
況
、
子
育
て
の

孤
立
感
や
負
担
感
と
費
用

負
担
な
ど
、
子
育
て
の
希

望
の
実
現
を
阻
む
要
因
が

絡
み
あ
っ
て
い
る
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
子
育
て
分
野

の
取
り
組
み
の
み
で
な
く
、

全
て
の
分
野
で
横
断
的
な

展
開
が
重
要
で
あ
る
。

市
長	

来
年
度
か
ら
の
実
施
に

	

向
け
て
進
め
て
い
く 菊池 巳喜男 議員

（遠野令和会）

高
校
生
ま
で
の

医
療
費
給
付
制
度
の
拡
充
が

必
要
だ

一括質問方式

中山間地域での
農業や集落の維持
重要課題では
市長 	引き続き
	 支援していく

その他の質問
◦�新型コロナウイルス感
染症対策事業について

高校生の早期医療費給付事業を求む中、勉学に励む遠野高校生

市
長	

居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

て
い
る
。

　

社
会
教
育
関
係
団
体
が

使
用
す
る
場
合
は
、
免
除

又
は
半
額
以
内
の
減
額
と

な
る
。

問�

　
い
ち
の
蔵
と
庭
で
の
飲

食
は
。

答
（
市
長
）�

　

来
館
者
の
水
分
補
給
、

家
族
や
学
校
行
事
等
に
お

け
る
昼
食
、
地
域
行
事
等

を
想
定
し
て
い
る
。

問�

　
こ
れ
か
ら
市
を
担
う
年

齢
層
に
届
く
情
報
発
信
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア

で
、都
度
発
信
し
て
き
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報

発
信
も
始
め
た
の
で
、
随

時
発
信
し
て
い
く
。

問�

　
運
営
に
か
か
る
市
民
の

費
用
負
担
は
。

答
（
市
長
）�

　

維
持
費
用
は
年
間
１
６

０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い

る
。

　

市
民
や
全
国
か
ら
の
ご

寄
附
、国
や
県
の
補
助
金
、

施
設
使
用
料
も
財
源
と
す

る
。問�

　
オ
ー
プ
ン
後
の
新
刊
選

書
や
配
架
は
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

当
分
の
間
は
新
刊
の
選

書
は
想
定
し
て
い
な
い
。

今
後
、
来
館
者
の
状
況
な

ど
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い

く
。問�

　

い
ち
の
蔵
の
使
用
料

は
、
子
供
会
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
な
ど
の
社
会
教
育

団
体
が
利
用
す
る
際
に
減

免
さ
れ
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
市
こ
ど
も
の
本
の

森
遠
野
条
例
施
行
規
則
に

よ
り
減
免
の
基
準
を
設
け

市
長	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
随
時
発
信
し
て
い
く

佐々木 恵美子 議員

こ
ど
も
本
の
森
遠
野  

市
を
担
う
年
齢
層
に
届
く
情
報
発
信
が
必
要

ワクチン副反応  情報収集と周知が必要。
接種後の体調不良を相談しやすく

一問一答方式

問�

　
任
意
接
種
だ
が
、
効
果

と
副
反
応
の
リ
ス
ク
の
理

解
を
前
提
と
し
て
い
る
。

　
市
民
の
副
反
応
の
情
報

収
集
と
周
知
の
必
要
が
あ

る
の
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

知
見
も
無
い
ま
ま
に
判

断
を
す
る
の
は
、
極
め
て

危
険
。
医
師
の
意
見
や
判

断
を
的
確
に
伺
い
な
が
ら

市
民
へ
の
提
供
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
。

問�

　
副
反
応
と
思
わ
れ
る
体

調
不
良
な
ど
、
市
民
が
相

談
し
や
す
い
窓
口
が
必
要

で
は
。

答
（
市
長
）�

　

接
種
前
に
お
知
ら
せ
を

行
っ
て
お
り
、
専
門
家
に

相
談
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
個
々
に
は
、
か

か
り
つ
け
医
へ
相
談
す
る

な
ど
、
場
合
に
よ
っ
て
は

そ
の
よ
う
な
対
応
を
す
る

よ
う
に
案
内
し
て
い
る
。

市長 	接種前にお知らせと、専門家やかかりつけ医へ
	 相談するなどの案内をしている

問�

　
デ
ジ
タ
ル
庁
の
新
設
に

よ
る
、
職
員
の
削
減
や
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
の

影
響
は
。

答
（
市
長
）�

　

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法

案
の
も
と
、
デ
ジ
タ
ル
化

の
推
進
と
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

対
策
の
徹
底
を
両
立
さ

せ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
高
め
、
市
民
生
活
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
く
べ
き

と
認
識
し
て
い
る
。

　

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
効
率

化
の
必
要
が
あ
る
が
、
デ

ジ
タ
ル
化
に
不
慣
れ
な
高

齢
者
の
情
報
弱
者
を
生
み

出
し
か
ね
な
い
課
題
が
あ

り
、
推
進
と
窓
口
サ
ー
ビ

ス
な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
は
車
の
両
輪
で
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。　

　

ま
た
、
新
た
な
業
務
が

想
定
さ
れ
、
職
員
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
冷

静
に
見
極
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

問�

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
、
世
界
各
国
か
ら
か
な

り
出
遅
れ
た
日
本
だ
が
、

政
府
か
ら
65
歳
以
上
の
高

齢
者
接
種
に
７
月
末
へ
の

前
倒
し
の
指
示
が
出
さ

れ
、
今
、
現
在
の
接
種
の

取
り
組
み
状
況
は
。

答
（
市
長
）�

　

65
歳
以
上
の
状
況
に
つ

い
て
は
、６
月
10
日
現
在
、

対
象
者
の
う
ち
、
お
よ
そ

９
割
が
予
約
を
完
了
。
１

回
目
の
接
種
完
了
者
は
37

％
、
２
回
目
は
、
約
21
％

で
あ
る
。

問�

　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
、
自
宅
介
護
や
寝
た
き

り
の
交
通
弱
者
の
接
種
方

法
は
。

答
（
市
長
）�

　

交
通
弱
者
に
つ
い
て

は
、
タ
ク
シ
ー
や
福
祉
タ

ク
シ
ー
等
を
活
用
し
て
、

接
種
に
つ
な
げ
る
支
援
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

問�

　
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
対
策

と
し
て
、
医
療
機
関
の
従

事
者
、高
齢
者
福
祉
施
設
、

保
育
施
設
等
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
（
抗
原
検
査
キ
ッ
ト

配
布
）
等
の
計
画
は
。

答
（
市
長
）�

　

国
で
は
病
院
や
高
齢
者

施
設
に
検
査
キ
ッ
ト
を
配

布
し
、
体
調
不
良
者
の
検

査
の
報
道
も
あ
り
、
こ
れ

ら
を
活
用
し
な
が
ら
早
期

発
見
と
感
染
拡
大
防
止
に

努
め
た
い
。

市
長	

前
倒
し
に
伴
い
、予
約
順
を
繰
り
上
げ
、

	

７
月
終
了
予
定
。

	
	

検
査
キ
ッ
ト
が
市
販
さ
れ
て
お
り
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
よ
り
低
価
格
、
短
時
間
で
判
定
が
可
能

佐々木 僚平 議員

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

取
り
組
み
状
況

　
コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
計
画
は 一括質問方式

デジタル化とは
市長 	少子高齢化が進み、自治体のデジタル化の推進で
	 業務改善行う必要がある

その他の質問
◦�コロナ禍における支援
対策について

集団接種会場・・・遠野市総合福祉センター
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定例会

（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

的
に
供
給
す
る
責
務
が
あ

る
と
考
え
る
。
市
産
木
材

供
給
の
た
め
に
は
、
市
有

林
と
木
工
団
地
の
連
携
が

必
須
で
あ
る
。

問�

　
市
有
林
の
実
態
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。
有
利
な
運
用
を
目
指

し
た
経
営
体
制
を
構
築
す

べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
市
市
有
林
基
金
条

例
に
基
づ
き
、
農
林
課
が

管
理
し
て
い
る
市
有
林
は

１
９
６
４
ha
、
遠
野
市
以

外
の
所
有
者
の
土
地
に
遠

野
市
が
立
木
を
育
て
て
き

た
面
積
が
１
０
３
７
ha
で

あ
る
。

　

一
方
、
管
財
担
当
が
管

理
す
る
市
有
林
は
８
５
７

ha
で
、
大
部
分
は
広
葉
樹

又
は
県
行
造
林
、
分
収
林

（
国
有
林
）。
こ
れ
ま
で
市

は
積
極
的
に
手
を
入
れ
て

こ
な
か
っ
た
。

　

市
有
林
の
活
用
メ
リ
ッ

ト
が
見
い
だ
せ
る
こ
と
か

ら
、
市
有
林
造
成
基
金
の

資
産
と
し
て
管
理
を
一
元

化
す
る
方
向
に
進
め
た

い
。

　

米
国
の
住
宅
バ
ブ
ル
発

生
で
外
国
産
材
が
入
っ
て

こ
な
い
こ
と
か
ら
、
国
産

材
需
要
が
急
激
に
上
昇

し
、
遠
野
木
工
団
地
で
も

引
き
合
い
が
強
く
木
材
の

入
手
が
難
し
い
状
況
と
聞

く
。

　

市
も
広
大
な
森
林
所
有

者
と
し
て
、
木
材
を
積
極

市
長	

市
有
林
の
管
理
一
元
化
進
め
る

多田　勉  議員

市
有
林
の
有
利
な
経
営
体
制
を

鱒沢地区センターの整備時期は

一問一答方式

問�

　
市
長
は
鱒
沢
地
区
セ
ン

タ
ー
整
備
で
、
居
住
エ
リ

ア
等
を
含
め
総
合
的
に
検

討
す
る
と
し
て
き
た
が
、

市
が
目
指
す
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
は
、
公
平
に
進
め

な
け
れ
ば
遠
野
市
全
体
の

均
衡
あ
る
発
展
に
つ
な
が

ら
な
い
。
地
区
セ
ン
タ
ー

の
先
行
整
備
を
決
断
す
べ

き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

昨
年
度
設
置
し
た
「
鱒

沢
地
区
セ
ン
タ
ー
整
備
推

進
会
議
」
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
全
体
を
視
野
に
検
討

し
て
き
た
。
構
想
の
コ
ン

セ
プ
ト
を

① 

交
通
の
要
所
を
生
か
し

た
交
流
機
能
を
持
つ

② 
住
民
の
安
心
安
全
を
確

保
す
る
機
能
集
積
を
図

る
③ 

他
地
区
セ
ン
タ
ー
更
新

の
際
の
モ
デ
ル
と
な
る

コ
ン
パ
ク
ト
で
多
用
途

な
利
用
を
可
能
と
す
る

施
設
と
す
る

の
３
点
に
集
約
さ
れ
た
。

今
後
は
基
本
計
画
を
策
定

し
、
施
設
の
整
備
に
舵
を

切
っ
て
い
く
。

市長 	地区センター整備に舵切っていく
止
、
解
体
、
統
合
が
必
要

と
感
じ
て
い
る
。

問�

　
観
光
の
「
戦
略
・
情
報

発
信
基
地
」
と
し
て
作
っ

た
「
あ
す
も
あ
遠
野
」
で

あ
る
が
、
１
階
部
分
は
３

年
間
も
使
わ
れ
て
い
な

い
。
活
用
策
の
検
討
状
況

は
。答

（
市
長
）�

　
「
官
民
連
携

ま
ち
な
か
再
生

事
業
」
が
国
の

採
択
を
受
け
た

こ
と
か
ら
最
適

な
活
用
策
を
見

出
す
。

問�

　
「
遠
野
み
ら

い
創
り
カ
レ
ッ

ジ
」
の
活
用
状

況
は
、
富
士
ゼ

ロ
ッ
ク
ス
の
撤

退
に
よ
り
利
用

者
数
が
減
少
傾

向
に
あ
る
。
ま

た
、
常
駐
職
員

も
１
名
に
な
っ

て
い
る
。
今
後

の
対
応
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

み
ら
い
創
り
カ
レ
ッ
ジ

と
教
育
文
化
振
興
財
団
、

施
設
管
理
サ
ー
ビ
ス
、
遠

野
市
の
４
者
連
携
の
強
み

を
生
か
し
て
運
営
す
る
。

ま
た
、
土
淵
町
は
遠
野
物

語
の
世
界
で
あ
り
、
小
学

校
の
児
童
が
様
々
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
る
例
も

あ
る
こ
と
か
ら
皆
で
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
。

問�

　
物
件
費
（
施
設
に
係
る

維
持
管
理
費
）
の
増
大
が

財
政
を
悪
化
さ
せ
て
い

る
。
更
に
「
こ
ど
も
本
の

森
」の
維
持
費
も
加
わ
る
。

反
面
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
事
業
費
が
手
薄
に
な

っ
て
い
な
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

公
共
施
設
管
理
計
画
に

基
づ
き
、
思
い
切
っ
た
廃

問�

　
総
事
業
費
約
１
０
０
億

円
を
投
入
し
、
延
べ
10
年

間
に
及
ん
だ
本
計
画
は
令

和
２
年
度
末
で
終
了
し
た

が
、
観
光
施
設
へ
の
観
光

客
の
入
込
み
目
標
数
10
万

人
に
対
す
る
実
績
値
の
推

移
は
。

答
（
市
長
）�

　

概
ね
半
数
の
５
万
人
前

後
で
推
移
し
て
き
た
。

問�

　
実
績
値
が
低
調
な
要
因

は
。答

（
市
長
）�

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る

影
響
と
風
評
被
害
等
に
よ

る
も
の
で
あ
る
が
、
魅
力

づ
く
り
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で

き
な
か
っ
た
一
面
も
あ
っ

た
。問�

　
空
き
店
舗
の
現
状
把
握

と
対
応
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

中
心
市
街
地
活
性
化
協

議
会
で
調
査
方
法
を
確
認

し
た
上
で
、
現
状
把
握
に

速
や
か
に
取
り
組
む
。

問�

　
空
き
店
舗
解
消
に
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
と
タ
イ
ミ
ン

グ
を
持
っ
て
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
と
財
源
を
支

援
し
な
が
ら
市
と
関
係
者

が
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。

答
（
市
長
）�

　

提
言
内
容
の
方
向
で
進

め
た
い
。

市
長	

遠
野
駅
前
の
環
境
整
備
が
で
き
た

佐々木 大三郎  議員

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の

効
果
は

一問一答方式

健全財政に向けた
課題解消策は
市長 	財政規模に見合った事業計画と
	 建物の有効活用

毎年増加する「物件費に係る経常収支比率」

その他の質問
◦�遠野市定員管理計画
について

広
い
分
野
に
活
か
さ
れ
て
い
る

市
内
産
材

未だに整備の進まない鱒沢地区センター予定地

（4）-1 市町村経常経費分析表(普通会計決算) 岩手県遠野市令和元年度

経常収支比率の分析

人 口

う ち 日 本 人

面 積

歳 入 総 額

歳 出 総 額

実 質 収 支

標 準 財 政 規 模

地 方 債 現 在 高

26,555

26,368

825.97

20,180,611

19,261,080

654,503

10,581,389

18,906,850

人(R2.1.1現在)

人(R2.1.1現在)

ｋ㎡

千円

千円

千円

千円

千円

実 質 赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

-

-

11.5

81.2

％

％

％

％

市 町 村 類 型

( 年 度 毎 )

H27  Ⅰ－０ H28  Ⅰ－０ H29  Ⅰ－０

H30  Ⅰ－０ R01  Ⅰ－０

当 該 団 体 値

類似団体内平均値

類似団体内の

最大値及び最小値

※ 市町村類型とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類したものである。当該団体と同じグループに属する団体を類似団体と言う。

※ 人口については、各調査対象年度の1月1日現在の住民基本台帳に登載されている人口に基づいている。

※ 類似団体内順位、全国平均、各都道府県平均は、令和元年度決算の状況である。また類似団体が存在しない場合、類似団体内順位を表示しない。

人件費 類似団体内順位
22/35

全国平均
25.6

岩手県平均
22.9

人件費の分析欄

定員管理計画に基づく職員数の適正化に努めているが、人件

費に係る経常収支比率は前年度比0.3ポイント増加した。人件費

に係る経常収支比率が類似団体平均値より高い要因は、消防業

務を直営で行っていることが挙げられる。

(%)

36.0

33.0

30.0

27.0

24.0

21.0

18.0

31.3

20.1

23.8
23.223.023.222.9

R01H30H29H28H27

25.1
24.824.9

25.9

24.2

物件費 類似団体内順位
35/35

全国平均
15.0

岩手県平均
15.4

物件費の分析欄

物件費に係る経常収支比率は、前年度比1.6ポイント増加した。

土地区画整理事業の換地処分業務が減となったものの、指定管

理料の見直しによる増、ヘルスケアプロジェクト事業に係る委託

料の増などが影響したことが要因に挙げられる。

類似団体平均値と比較し特に高い値にあることから、施設の集

約化などを視野に一層の経費削減に努めていく。

(%)

24.0

21.0

18.0

15.0

12.0

9.0

6.0

20.2

8.2

14.2
14.013.6

13.012.8

R01H30H29H28H27

20.218.6
17.817.7

16.8

扶助費 類似団体内順位
19/35

全国平均
13.1

岩手県平均
10.0

扶助費の分析欄

扶助費に係る経常収支比率は、前年度比ほぼ横ばいの0.1ポイ

ント増、類似団体平均値と比較しても同程度となっている。

当市は高齢化率が高いほか、子育て支援施策を積極的に推進

していることから、扶助費の適正化に努めていく。

(%)

16.0

14.0

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

13.9

5.3

8.98.5

8.18.0

7.7

R01H30H29H28H27

8.5
8.4

8.3
8.9

7.6

その他 類似団体内順位
2/35

全国平均
13.1

岩手県平均
13.1

その他の分析欄

その他に係る経常収支比率は、前年度比0.5ポイント減少した。

各特別会計への繰出金が減少したことなどが要因に挙げられる。

類似団体平均値と比較し特に低い値にあり、同指標の維持に

努めていく。

(%)

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

23.3

6.9

14.0
14.514.714.314.5

R01H30H29H28H27

7.0
7.58.2

11.011.1

補助費等 類似団体内順位
5/35

全国平均
10.3

岩手県平均
13.5

補助費等の分析欄

補助費等に係る経常収支比率は、前年度比0.4ポイント増加し

た。下水道事業が公営企業へ移行したことによる補助金等の増、

プレミアム付商品券事業費の増などが要因に挙げられる。

各種団体等への補助金・負担金については、健全財政計画に

基づき終期の設定や定期的な見直しを行っており、さらなる健全

化に努めていく。

(%)

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

21.5

3.5

12.7
12.812.211.911.0

R01H30H29H28H27

6.1
5.75.8

4.94.8

公債費 類似団体内順位
28/35

全国平均
16.5

岩手県平均
19.3

公債費の分析欄

公債費に係る経常収支比率は、前年度比1.0ポイント減少した。

健全財政計画に基づくプライマリーバランス黒字化堅持の取組

から、公債費の縮減に努めていることが要因に挙げられる。

一方、類似団体平均値と比較すれば依然高い値にあることか

ら、今後も健全財政計画に基づき普通建設事業費の圧縮を図り

ながら、公債費の縮減に努めていく。

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

25.6

3.4

18.8
18.718.718.518.3

R01H30H29H28H27

21.2
22.223.024.2

22.6

公債費以外 類似団体内順位
2/35

全国平均
77.1

岩手県平均
74.9

公債費以外の分析欄

公債費以外に係る経常収支比率は、前年度同値となった。類

似団体平均値と比較すると、特に低い値で推移している。

一方、物件費に係る経常収支比率が特に高い状況にあること

から、施設管理費の一層の適正化に努めていく。

(%)

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

85.1

66.8

73.6
73.071.670.468.9

R01H30H29H28H27

66.9

65.065.0
68.4

64.5

1/1

（4）-1 市町村経常経費分析表(普通会計決算) 岩手県遠野市令和元年度

経常収支比率の分析

人 口

う ち 日 本 人

面 積

歳 入 総 額

歳 出 総 額

実 質 収 支

標 準 財 政 規 模

地 方 債 現 在 高

26,555

26,368

825.97

20,180,611

19,261,080

654,503

10,581,389

18,906,850

人(R2.1.1現在)

人(R2.1.1現在)

ｋ㎡

千円

千円

千円

千円

千円

実 質 赤 字 比 率

連 結 実 質 赤 字 比 率

実 質 公 債 費 比 率

将 来 負 担 比 率

-

-

11.5

81.2

％

％

％

％

市 町 村 類 型

( 年 度 毎 )

H27  Ⅰ－０ H28  Ⅰ－０ H29  Ⅰ－０

H30  Ⅰ－０ R01  Ⅰ－０

当 該 団 体 値

類似団体内平均値

類似団体内の

最大値及び最小値

※ 市町村類型とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類したものである。当該団体と同じグループに属する団体を類似団体と言う。

※ 人口については、各調査対象年度の1月1日現在の住民基本台帳に登載されている人口に基づいている。

※ 類似団体内順位、全国平均、各都道府県平均は、令和元年度決算の状況である。また類似団体が存在しない場合、類似団体内順位を表示しない。

人件費 類似団体内順位
22/35

全国平均
25.6

岩手県平均
22.9

人件費の分析欄

定員管理計画に基づく職員数の適正化に努めているが、人件

費に係る経常収支比率は前年度比0.3ポイント増加した。人件費

に係る経常収支比率が類似団体平均値より高い要因は、消防業

務を直営で行っていることが挙げられる。

(%)

36.0

33.0

30.0

27.0

24.0

21.0

18.0

31.3

20.1

23.8
23.223.023.222.9

R01H30H29H28H27

25.1
24.824.9

25.9

24.2

物件費 類似団体内順位
35/35

全国平均
15.0

岩手県平均
15.4

物件費の分析欄

物件費に係る経常収支比率は、前年度比1.6ポイント増加した。

土地区画整理事業の換地処分業務が減となったものの、指定管

理料の見直しによる増、ヘルスケアプロジェクト事業に係る委託

料の増などが影響したことが要因に挙げられる。

類似団体平均値と比較し特に高い値にあることから、施設の集

約化などを視野に一層の経費削減に努めていく。

(%)

24.0

21.0

18.0

15.0

12.0

9.0

6.0

20.2

8.2

14.2
14.013.6

13.012.8

R01H30H29H28H27

20.218.6
17.817.7

16.8

扶助費 類似団体内順位
19/35

全国平均
13.1

岩手県平均
10.0

扶助費の分析欄

扶助費に係る経常収支比率は、前年度比ほぼ横ばいの0.1ポイ

ント増、類似団体平均値と比較しても同程度となっている。

当市は高齢化率が高いほか、子育て支援施策を積極的に推進

していることから、扶助費の適正化に努めていく。

(%)

16.0

14.0

12.0

10.0

8.0

6.0

4.0

2.0

13.9

5.3

8.98.5

8.18.0

7.7

R01H30H29H28H27

8.5
8.4

8.3
8.9

7.6

その他 類似団体内順位
2/35

全国平均
13.1

岩手県平均
13.1

その他の分析欄

その他に係る経常収支比率は、前年度比0.5ポイント減少した。

各特別会計への繰出金が減少したことなどが要因に挙げられる。

類似団体平均値と比較し特に低い値にあり、同指標の維持に

努めていく。

(%)

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

23.3

6.9

14.0
14.514.714.314.5

R01H30H29H28H27

7.0
7.58.2

11.011.1

補助費等 類似団体内順位
5/35

全国平均
10.3

岩手県平均
13.5

補助費等の分析欄

補助費等に係る経常収支比率は、前年度比0.4ポイント増加し

た。下水道事業が公営企業へ移行したことによる補助金等の増、

プレミアム付商品券事業費の増などが要因に挙げられる。

各種団体等への補助金・負担金については、健全財政計画に

基づき終期の設定や定期的な見直しを行っており、さらなる健全

化に努めていく。

(%)

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

21.5

3.5

12.7
12.812.211.911.0

R01H30H29H28H27

6.1
5.75.8

4.94.8

公債費 類似団体内順位
28/35

全国平均
16.5

岩手県平均
19.3

公債費の分析欄

公債費に係る経常収支比率は、前年度比1.0ポイント減少した。

健全財政計画に基づくプライマリーバランス黒字化堅持の取組

から、公債費の縮減に努めていることが要因に挙げられる。

一方、類似団体平均値と比較すれば依然高い値にあることか

ら、今後も健全財政計画に基づき普通建設事業費の圧縮を図り

ながら、公債費の縮減に努めていく。

(%)

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

25.6

3.4

18.8
18.718.718.518.3

R01H30H29H28H27

21.2
22.223.024.2

22.6

公債費以外 類似団体内順位
2/35

全国平均
77.1

岩手県平均
74.9

公債費以外の分析欄

公債費以外に係る経常収支比率は、前年度同値となった。類

似団体平均値と比較すると、特に低い値で推移している。

一方、物件費に係る経常収支比率が特に高い状況にあること

から、施設管理費の一層の適正化に努めていく。

(%)

100.0

90.0

80.0

70.0

60.0

50.0

85.1

66.8

73.6
73.071.670.468.9

R01H30H29H28H27

66.9

65.065.0
68.4

64.5

1/1

類似団体内順位
35/35
全国平均
15.0

岩手県平均
15.4

遠野市
類似団体内
平均値

類似団体内の
最大値及び最小値

※団体は自治体のことをいいます
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（文責本人）市 政 を 問 う

問�

　
令
和
２
年
度
の
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
に
関
す
る
国
の

調
査
結
果
の
認
識
や
感
想

は
。答

（
教
育
長
）�

　

こ
の
結
果
を
、
仮
に
本

市
の
生
徒
数
に
置
き
換
え

た
場
合
、
中
学
２
年
生
の

約
２
０
０
人
の
５
・
７
％

で
あ
れ
ば
11
人
が
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
驚
き
と
と
も
に
憂

慮
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問�

　
市
内
の
中
学
校
や
高
校

へ
の
当
該
調
査
は
あ
っ
た

の
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

過
日
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
調
査
対
象
と
は
な
っ

て
い
な
い
と
い
う
回
答
だ

っ
た
。

問�

　
市
内
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
事

案
の
有
無
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

遠
野
市
要
保
護
児
童
対

策
協
議
会
は
、
本
調
査
に

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思
わ

れ
る
ケ
ー
ス
は
１
件
と
回

答
し
て
い
る
。

問�

　
学
校
現
場
で
の
早
期
発

見
の
取
り
組
み
の
必
要
性

と
、
周
知
啓
発
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

朝
の
健
康
観
察
、
授
業

や
部
活
動
で
の
日
常
観
察

等
で
児
童
生
徒
の
変
化
や

サ
イ
ン
を
見
落
と
さ
な
い

よ
う
、
日
常
的
・
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
思

わ
れ
る
子
ど
も
達
の
人
権

は
損
な
わ
れ
た
状
態
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
関

係
部
局
と
の
連
携
を
図

り
、
周
知
・
啓
発
を
進
め

た
い
。

※
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は

　
家
族
に
ケ
ア
を
要
す
る
人

が
い
る
場
合
に
、
大
人
が
担

う
よ
う
な
ケ
ア
責
任
を
引
き

受
け
、
家
事
や
家
族
の
世
話
、

介
護
、
感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト

な
ど
を
行
っ
て
い
る
18
歳
未

満
の
子
ど
も
を
い
い
ま
す
。

答
（
市
長
）�

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
や

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の
養

成
を
継
続
し
、
新
し
く
当

事
者
と
支
援
者
を
つ
な
ぐ

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
活
動

に
取
り
組
み
、
本
人
や
家

族
へ
の
細
か
な
支
援
を
推

進
し
て
い
く
。

問�

　
認
知
症
の
方
が
徘
徊
等

で
事
件
・
事
故
等
に
巻
き

込
ま
れ
た
場
合
、
本
人
や

家
族
に
代
わ
っ
て
自
治
体

が
損
害
賠
償
を
す
る
保
険

救
済
制
度
を
導
入
す
る
考

え
は
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
２
年
７
月
末
で
全

国
に
60
ほ
ど
の
導
入
自
治

体
が
あ
る
が
、
費
用
負
担

の
公
平
性
の
観
点
な
ど
か

ら
慎
重
な
検
討
が
必
要
と

考
え
る
。

問�

　
２
０
２
５
年
に
は
５
人

に
１
人
が
認
知
症
に
な
る

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
市

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ン
２
０

２
１
に
掲
げ
る
認
知
症
に

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
は
。

教
育
長	

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

	

案
件
は
１
件
と
認
識

瀧本 孝一 議員
（遠野令和会）

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
把
握
と
周
知
は

一問一答方式

認知症を支える
やさしいまちづくりは

市長 	住み慣れた地域で
	 自分らしく暮らせるまちに

【�厚生労働省・文部科学省の実態調査で、中学 2年・
高校 2年の 20人に 1人がヤングケアラーと推察
される結果となった】

遠
野
市
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進

計
画
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
12
月
に
設
置

さ
れ
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
等
検
討
特
別
委
員
会
で

は
、

（
１
）
市
民
へ
の
正
確
な

伝
達
に
よ
り
、
議
会
へ
の

関
心
の
向
上
を
図
る
。

（
２
）
効
率
的
で
迅
速
な

議
会
運
営
を
図
る
。

（
３
）
調
査
研
究
の
迅
速

化
と
深
化
を
図
る
。

（
４
）
危
機
管
理
体
制
を

強
化
す
る
。

の
４
点
を
基
本
的
考
え
方

と
し
た
「
遠
野
市
議
会
Ｉ

Ｃ
Ｔ
推
進
計
画
」
を
作
成

し
た
。

　

特
別
委
員
会
か
ら
、
計

画
書
の
詳
細
内
容
な
ど
の

説
明
を
受
け
た
。

　

各
議
員
か
ら
は
議
会
ス

ペ
ー
ス
の
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環

境
整
備
の
充
実
、
オ
ン
ラ

イ
ン
会
議
を
開
催
す
る
た

め
の
条
件
整
備
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
（
端
末
）
購
入
の
方

法
な
ど
今
後
の
議
会
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
進
め
る
た
め
の
貴
重

な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

こ
ど
も
本
の
森
に
つ
い
て

　

７
月
25
日
に
オ
ー
プ
ン

す
る
「
こ
ど
も
本
の
森
」

を
視
察
し
、
整
備
進
捗
状

況
を
調
査
し
た
。
市
の
担

当
者
か
ら
、
施
設
の
運
営

体
制
、運
営
資
金
の
状
況
、

ロ
ゴ
マ
ー
ク
、
７
人
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
と
そ
の
愛
称

募
集
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
。

　

安
藤
忠
雄
氏
か
ら
『
民

話
の
里
の
遠
野
の
地
は
子

ど
も
の
た
め
の
図
書
館
を

つ
く
る
場
所
と
し
て
、
最

も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま

す
。「
こ
ど
も
本
の
森
遠

野
」
か
ら
豊
か
な
感
性
を

持
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
世

界
に
羽
ば
た
い
て
く
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

我
々
も
大
い
に
期
待
し

た
い
と
思
う
。

　
　

文
責　

照
井
文
雄

　

感
染
症
予
防
対
策
を
工

夫
し
、
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

方
式
に
よ
る
懇
談
会
を
開

催
し
た
。
グ
ル
ー
プ
単
位

で
活
発
な
意
見
交
換
が
で

き
る
た
め
、
テ
ー
マ
を
絞

っ
た
懇
談
で
は
有
効
で
あ

る
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
自
分

で
何
が
で
き
る
の
か
振
り

返
る
こ
と
が
で
き
た
」「
こ

の
よ
う
な
機
会
が
ま
た
あ

れ
ば
い
い
」
な
ど
の
好
評

な
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

「
受
け
手
」「
支
え
手
」
と

い
う
意
識
を
超
え
る
能
動

的
な
発
想
の
醸
成
の
一
助

に
な
れ
ば
嬉
し
い
。

　

集
約
し
た
意
見
や
オ
ー

プ
ン
後
に
見
え
て
く
る
実

際
の
課
題
等
の
検
証
を
目

的
に
、
今
後
も
懇
談
を
継

続
し
た
い
。
テ
ー
マ
や
各

ラ
ウ
ン
ド
の
時
間
設
定
の

工
夫
、
小
中
高
生
や
老
人

ク
ラ
ブ
等
の
多
様
な
年
代

か
ら
も
参
加
を
募
る
な

ど
、
次
回
開
催
に
向
け
協

議
を
す
す
め
た
い
。

調	

査	

日	

令
和
３
年
５
月
11
日

所
属
議
員	

菊
池　
美
也　
　

	

菊
池　
浩
士

	

佐
々
木　
僚
平　

	

萩
野　
幸
弘

	

菊
池　
巳
喜
男　

	

浅
沼　
幸
雄

調	

査	

日	

令
和
３
年
５
月
21
日

参
加
議
員	

18
名

市
政
調
査
会

教
育
民
生
常
任
委
員
会

学んで
行動する
議会へ

ファシリテーターが手を挙げたら、手を挙げ会話を中断します。
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アンケート結果
　令和２年12月定例会号の折込アンケートに多くの方から回答をいただきました。
　市議会に対し厳しいご意見もありましたが、対面式では聴くことのできない率直なご意見をいた
だくことができました。
　調査結果の中で、広聴広報の多様な手段の活用を含め、市議会での議論の内容や説明について、
より多くの市民の皆様に、よりわかりやすく情報発信していく必要があると感じました。
　アンケート結果については、全議員で共有しており、皆さんから寄せられたご意見等
をもとに、今後も調査研究を進め、議会活動に反映していきます。

　 ※アンケート結果の詳細は、遠野市議会ホームページに掲載しております。

求められる広聴広報活動 とは

広報活動について

「遠野議会だより」について

「市民と議会との懇談会」について
◆ 今までご覧になったことのあるものはどれですか。（複数回答可）

◆ 読みやすく、わかりやすい内容ですか。

◆  市民の皆様と自由に情報や意見を交換する場として、
　 「市民と議会との懇談会」を開催しています。
　 参加しやすい開催方法はどれですか。 ◆ 参加しやすい時間帯は

　 いつですか。

◆ 期待する内容は何ですか。（複数回答可）

◆ どのような記事に関心がありますか。
 （複数回答可）

◆ 今後さらに充実して取り組んだ方がよいものはありますか。（複数回答可）
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「良くなってきている」という意見も
ありましたが、「議会（議員）の活動
状況がもっと知りたい」「小中高生等
の市民の声がもっと知りたい」等の
ご意見もいただいた。

今後さらに充実して取り組む
べき内容として、YouTube
のネット配信や SNS 等の充
実、遠野テレビでの議会情報
番組という意見が多かった。

ご協力ありがとう
ございました！

期　　間
　令和 2年12 月17日～令和3 年2月14日

調査件数
　 104件（Webでの回答64件、用紙での回答

40件  ※有効回答数 90 件）
　市内 84 件　市外１件　未記入５件

募集方法　 
　 遠野議会だより折込、郵送、FAX、インターネッ

トを活用して実施。
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◆ お答えいただいた年齢について
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令和２年度政務活動費執行状況
（令和２年4月～令和 3 年３月）政務活動費を公表します

　議員の調査研究活動のために交付される「政務活動費」を下記のとおり公表します。交付額は 1 人
につき 60,000 円（月額 5,000 円）で、執行率は 60％でした。

支出費目別内訳

「政務活動費」は、議員の調査研究、研修や市政の課題及び市民の意思を把握し、市政に反映させる活動に充てられますが、
交付額を超過して支出した場合は自己負担となります。なお、残額 434,498 円については、遠野市に返還しました。

� （単位：円）

議　員　氏　名 交付額 調査研究費 研修費 広報費 資料作成費 資料購入費 支出合計 政務活動費分 
執行額 執行率

1 小 松 正 真 60,000 3,000 3,937 6,937 6,937 12%
2 佐々木恵美子 60,000 0 0 0%
3 菊 池 浩 士 60,000 2,067 20,400 22,467 22,467 37%
4 佐 々 木 敦 緒 60,000 6,165 37,125 1,751 39,556 84,597 60,000 100%
5 佐 々 木 僚 平 60,000 32,253 33,000 65,253 60,000 100%
6 小 林 立 栄 60,000 5,550 4,214 13,200 22,964 22,964 38%
7 菊 池 美 也 60,000 41,103 8,150 621 12,812 62,686 60,000 100%
8 萩 野 幸 弘 60,000 40,600 17,239 3,000 60,839 60,000 100%
9 瀧 本 孝 一 60,000 3,000 28,017 64,848 95,865 60,000 100%
10 多 田　　 勉 60,000 37,416 37,416 37,416 62%
11 菊 池 由 紀 夫 60,000 11,750 40,887 52,637 52,637 88%
12 菊 池 巳 喜 男 60,000 2,000 10,875 43,574 56,449 56,449 94%
13 照 井 文 雄 60,000 2,000 14,414 12,411 28,825 28,825 48%
14 荒 川 栄 悦 60,000 2,000 23,339 15,200 40,539 40,539 68%
15 安 部 重 幸 60,000 4,200 4,200 4,200 7%
16 新 田 勝 見 60,000 0 0 0%
17 佐々木大三郎 60,000 2,160 2,658 8,250 13,068 13,068 22%
18 浅 沼 幸 雄 60,000 65,767 65,767 60,000 100%

合　　計 1,080,000 96,868 20,927 37,125 151,068 414,521 720,509 645,502 60%

Ｑ 一般質問ってなんですか。
　一般質問とは、議員が市の一般事務に対してその執行
の状況または将来の方針、政策的提言や行政の課題など
を執行者に直接質

ただ

すことです。また、執行者の所見や施
策について報告を求めたり問い質

ただ

すこともあります。
　質問の範囲は、市の行財政全般のほか、地域で住民生
活に密接している事項など多岐にわたっています。

Ｑ 質疑と一般質問の違いはなんですか。
　「質疑」とは議案等に対して、議員が疑問点を問い質

ただ

すことで、「一般質問」は議員が市政全般に
関して、行政側に現状や見通しを聞くことです。

市議会って何だろう市議会って何だろう

６月 24日、宮守小学校の３年生が
社会科見学の一環で議場を見学しました。

「遠野市議会」について

広聴・広報

議員活動（議員の在り方）

議　会
◎  地域に足を運んでいただき、もっと厳しい

議論をお願いしたい。

◎  若者も手軽に見られるように、議会の様子
を You Tube で動画配信する。議事録や広
報紙の文章だけでは伝わらない答弁をノー
カットで確認出来ます。

◎  市民が自ら市政について考えていける様、
誰もがわかりやすい情報をこれからも提供
してください。

◎  議会だよりを通して、遠野市がわかり、好
きになり、私もここで頑張りたいと思って
います。

◎  議員活動の見える化、透明性がまったくなっていない。

◎  議員の活動が目に見えない。発言を拝見すると、風のうわさとかで、自分の目で確認してないと
いうことが、わかります。

◎  市民代表の議員と行政が日頃から良い関係を構築しつつ、協働しながら政策を練り上げていくべ
き。

◎  議員が橋渡し役になって、日頃から市民と行政が一緒に取り組む街づくりを推進してもらいたい。

◎  それぞれの思いがあるでしょうが、ぶつかりながらも尾のひかない市議会議員であって欲しい。

◎  事業検証の必要はあるが、批判ばかり目立つ。前向きな意見が必要。どう市政が良くなるかを一
緒に考えた方がいい。

◎  遠野市内での文化的また教育的環境の地域格差について、できるだけその違いを縮める働きかけ
を議会に期待している。

◎  議員定数削減して、自分のことじゃなく、市民のことを考える議員だけが残ればいい。

◎  委員会での質疑応答は、一般の市民も
理解しやすい言葉・内容で進行してほ
しい。

◎  一般質問は、よく広報にのっている方
とあまり見受けない方がいるように
思います。

◎  同じような質問が多い。もっと勉強し
てただ反対ではなく根拠改善案を示
しながら発言してほしい。

◎  先日の議長交代騒ぎみたいなことは
ないようにして欲しい。率直に恥ずか
しい。

皆さまから議会に寄せられたご意見等の一部をご紹介します。

　上記文章は、紙面の都合上、一部抜粋、要約して掲載しております。
　アンケート結果の詳細は、遠野市議会ホームページでご覧になること
ができます。

遠野市議会
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有	馬		尊	久	さん	（土淵町かっぱの茶屋）

わたしのひとこと

　

私
が
遠
野
に

住
み
始
め
て
６
年

に
な
り
ま
し
た
。

よ
う
や
く
水
に
も

慣
れ
、
今
は
縁
あ

っ
て
カ
ッ
パ
淵
近

く
に
開
店
し
た
「
か
っ
ぱ
の
茶
屋
」
の
運

営
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

茶
屋
の
前
の
ベ
ン
チ
に
座
っ
て
遠
く
の

山
の
景
色
を
眺
め
て
い
る
と
、
本
当
に
気

持
ち
よ
く
時
間
が
流
れ
て
い
き
ま
す
。
柔

ら
か
い
山
々
に
見
守
ら
れ
ゆ
っ
く
り
流
れ

る
時
間
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
い
る
と
、
自
分

が
遠
野
物
語
の
世
界
と
リ
ン
ク
し
て
い
る

よ
う
な
気
が
し
て
き
ま
す
。
あ
あ
、
こ
れ

が
遠
野
マ
ジ
ッ
ク
な
ん
だ
な
。
こ
の
素
晴

ら
し
い
時
間
と
空
間
を
、
遠
野
を
訪
れ
る

観
光
客
の
皆
さ
ん
と
、
そ
し
て
地
元
の
皆

さ
ん
と
、
共
有
出
来
た
ら
い
い
な
。
今
は

そ
う
思
っ
て
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、

市
民
の
皆
様
の
ま
ち

づ
く
り
の
夢
や
希
望

な
ど
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
掲
載
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
お
気

軽
に
当
事
務
局
ま
で

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

⃝欄に適切な
言葉を入れて

下さい

議会
だよりク イ ズ

その ❶   予算等審査特別委員会では、中山間地
域等直接支払交付金の○○地域振興活動加算
について質問がありました。

その ❷   ６月 24 日、○○小学校の３年生のみ
なさんが、社会科見学の一環で議場を見学し
ました。

その ❸   「こども本の森遠野」まもなくオープン。
○○の手で育てていきましょう。

《応募方法》　クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書
きのうえ、ハガキやメールでご応募ください。議会
だよりを読んだ感想や、議会へのご意見もお書き添
えください。ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、
できるだけご紹介させていただきます。
　応募者の中から、抽選で３名の方にすずらん商品
券1,000円分をお贈りします。
（当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。）
《あ て 先》 〒028-0592���遠野市中央通り９番１号
　　　　　�遠野市議会事務局�宛
メールでも応募できます！！ ��gikai@city.tono.iwate.jp

《しめきり》　令和3年８月20日（金）（当日消印有効）

～議会だより 65号クイズの答え～
その①�173億5千万円　その②�市民　その③�森

この議会だよりの中に答えがあるので、
最初から最後まで読んでみてください

編 

集 

後 

記

　
議
会
で
は
、
年
に
一
度
市
民
と
の
懇
談
会
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
令
和
２
年
度
は
常
任
委
員
会
と
各
種

団
体
と
の
懇
談
会
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
聴
広
報
常
任
委
員
会
で
は
、
広
く
市
民
か

ら
議
会
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
１
０

４
件
の
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
今
回
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ど
の
よ
う
に

掲
載
し
た
ら
良
い
の
か
と
悩
ま
し
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。

　
懇
談
会
に
期
待
す
る
も
の
は
、
市
全
体
の
課

題
や
地
域
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
他
に
も
、
市

議
会
全
体
へ
の
意
見
と
し
て
、
特
に
も
議
会
、

議
員
活
動
に
厳
し
い
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
も
真
摯
に
受
け
止
め
議
会
活
動
に

反
映
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
も
議
会
と
し
て
、
市
民
と
の
密
度
の
濃

い
情
報
交
換
、懇
談
会
、ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
行
い
、

当
局
と
の
議
論
を
深
め
、
市
民
に
と
っ
て
何
が

ベ
ス
ト
か
を
求
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
新
田
）


